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2）属性情報の付与 

水路工のサーフェスモデルに付与する属性情報の例（外部参照のファイルとしてリンクする場

合）を以下に示す。 
・路線情報：路線番号 

管種、管径、管材（パイプライン） 
水路種別、水路幅、壁高（開水路） 等 

・掘削土の土質区分、盛土材の材料区分 
・施工区分：施工幅員 等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-20 水路工のサーフェスモデルに付与する属性情報（例） 

  

属性情報の表示例 

属性情報を外部参照のファイル
としてリンク 

数量等の外部参照ファイルの例 
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（2）属性情報として付与する数量算出項目及び区分 

水路工における主な数量算出項目は、掘削量、盛土量、法面整形量である。これらをサーフェス

及び断面要素に属性情報として付与し、材料区分、施工区分ごとに数量算出及び集計の効率化を

図る。 
なお、本手引きにおいて例示する水路工の BIM/CIM モデルの詳細度は、300（区画形状及び法

面形状、周辺の主要構造物の配置を正確に表現し、実施設計段階で用いることを想定したモデル）

を想定している。 
『土地改良工事数量算出要領（案）(土木工事)』に従い、水路工のモデルに付与する属性情報の

うち、数量算出の区分を下表に示す。 
 

表 2-8 数量算出項目区分一覧表（掘削・床堀） 

区分 
項目 土質 施工形態 構造物 領域 障害の

有無 単位 数量 備考 

掘削 〇 〇 〇 × 〇 m3   
床堀 〇 〇 〇 〇 〇 m3   
 

表 2-9 数量算出項目区分一覧表（盛土・埋戻） 

区分 
項目 土質 施工幅 構造物 単位 数量 備考 

盛土 〇 〇 〇 m3   
埋戻 〇 〇 〇 m3   

 

表 2-10 数量算出項目区分一覧表（整形工） 

区分 
項目 土質 施工部位 施工形態 単位 数量 備考 

法面整形 〇 〇 〇 m2   
荒仕上げ 〇 × × m2   
基面整正 〇 × × m2   
管水路基礎整形 〇 〇 × m2   

 
表 2-11 数量算出項目区分一覧表（管体基礎工） 

区分 
項目 使用材料 

作業条件 
(施工幅) 

締固め区分 単位 数量 備考 

砂基礎 〇 〇 〇 m3   
砕石基礎 〇 〇 〇 m3  （注） 

（注） 農業用プラスチック被覆鋼管 WSP A-101-2005（追補）による施工の場合で、管上半周部の管表面から半

径方向に約 10cm の離れ・被りについての砕石締固め数量を控除する必要はない。 
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「○」…数量算出に当たり考慮する必要がある項目 
「×」…数量算出に当たり考慮する必要がない項目 
 

それぞれの区分に対する属性値は、以下から選択する。（かぎ括弧は属性値） 
※1：[掘削]土質区分 ：「土砂」「岩塊・玉石」「軟岩」「硬岩」 

2：[掘削]施工形態 ：「オープンカット」「片切掘削」「水中掘削」 
  「現場制約あり」「上記以外（小規模）」 
3：[盛土][埋戻]施工幅 ：「0.5m」（構造物周辺） 
  「1.0m 未満」「1.0m 以上 2.5m 未満」 
  「2.5m 以上 4.0m 未満」「4.0m 以上」（上記以外） 
4：[法面整形]施工部位 ：「切土法面」「盛土法面」  
5：[砂基礎][砕石基礎]作業条件 ：「構造物周辺」「0.45m 未満」 
  「0.45m 以上 1.0m 未満」「1.0m 以上」 
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（3）数量算出（例） 

水路工の切土量及び盛土量の算出例を以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-21 水路工の BIM/CIMモデルによる数量算出（例）  

施工幅区分 1.0m 未満 
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2.3.参考情報 

2.3.1 従来手法との比較（数量算出の作業量） 

ほ場整備工区（４耕区、計 10.5ha（※））を対象として、土工数量算出作業について、２次元図面を

用いた従来の設計手法と BIM/CIM モデルを活用した設計手法の作業量を比較した。 
（※）対象のほ場整備工区の概要 
 対象工種：区画整理工 A=10.5ha（ほ場整備整地工、道路工、畦畔、水路工、暗渠排水工） 
 現場条件：比較的平坦な地形。３次元測量時に支障となる障害物等は特段見られない。 
 
比較結果は以下のとおりである。ただし、本比較は、設計途中における手戻りや設計変更が発生しな

い条件を想定するとともに、対象ほ場を限定したうえで人工を算定したものであり、従来手法における

人工の見積り精度に検証の余地がある点に留意が必要である。 
・ほ場整備整地工の地均計算（１次標高の算出）及び道路工・水路工の土量計算（総土量と標準断面

から比例配分により算定する方法）について、従来手法と比較して作業量の削減が確認された。特

に地均計算では、３次元 CAD の機能を活用することが作業時間短縮の主な要因と考えられる。 
・土量配分計画（２次標高の算出）では、BIM/CIM モデルを用いた場合、仮縦断計画（１次標高に

基づく道路・排水路の概略の縦断計画）の検討に一定の作業時間を要し、従来手法より作業量が増

加する結果となっている。 
・道路工・水路工の土量計算については、算定方法の違いによって BIM/CIM モデルの効果が大きく

異なる。施工幅員の境界面サーフェスモデルを作成して算定する方法では、モデル作成に一定の作

業量を要するものの、総土量と標準断面から比例配分により算定する方法を採用した場合、従来手

法と比較して作業量の削減が確認された。これは、ほ場整備整地工の地均計算と同様に、３次元CAD
の機能の活用効果によるものと考えられる。 

 
今後、数量算出に用いるサーフェスモデルを自動追加する機能等がソフトウェアに追加されることで、

BIM/CIM モデルを活用した数量算出作業の効率性は更なる向上が期待される。 
また、実際の設計業務においては、利害関係者間の調整や協議に伴い、設計変更が生じることが少な

くない。BIM/CIM モデルを活用した場合、変更に伴うモデル修正や数量の再算出を効率的に行うこと

ができることから、BIM/CIM モデルを用いた設計の省力化・合理化の効果は、設計変更が生じる場面

においてより顕著に発揮されると考えられる。 
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表 2-12 土量算定作業量の比較（設計対象面積 10.5ha） 

作業項目 

作業の手法、人工 

従来手法 
（２次元図面） 

BIM/CIM モデルを活用 
（計画構造物のサーフェスモデル

の作成作業を含む） 
[ほ場整備整地工] 
地均計算 
(１次標高の算出) 
 

地均図の作成、地均計算 ①地均計算基準面の作成       0.2 人 
計 4.4 人 ②ヒートマップの作成、

土量の算出 

1.0 人 

 計 1.2 人 

[ほ場整備整地工] 
土量配分計画 
(２次標高の算出) 
 

①仮縦断計画、概略断面

による補正土量の計算  
 

6.8 人 
①仮縦断計画  18.5 人 
②補正土量の算定 0.5 人 

②土量補正計算 1.0 人 ③土量補正計算 1.5 人 

計 7.8 人 計 20.5 人 

道路工・水路工 
（土量計算） 

①標準断面の標高設定、

標準断面の作成 
3.9 人 【施工幅員の境界面サーフェスモ

デルを作成し算定する方法】 
②土工調書の作成 3.2 人 ①横断面の抽出       2.5 人 

計 7.1 人 ②施工幅員の境界線の

設定 
 

2.5 人 
③施工幅員のサーフェ

スの作成 
 

5.0 人 
④土量の算出 1.0 人 

計 11.0 人 
【総土量と標準断面から比例配分

により算定する方法】 
①算出基準面の作成 0.5 人 
②ヒートマップの作

成、総土量の算出 
0.5 人 

③標準断面の作成 1.0 人 
④土量配分計算        0.5 人 

計 2.5 人 

※いずれの設計手法についても、設計実務に精通した熟練技術者への聞き取り調査を基に、作業内容

や作業量を整理・評価したものである。 
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2.3.2 従来手法との比較（土量算定精度） 

前述のほ場整備工区（４耕区、計 10.5ha）を対象として、土工数量算出作業について、２次元図面を

用いた従来の設計手法と BIM/CIM モデルを活用した設計手法の切盛土量の算定結果を比較した。その

結果、耕区単位では切盛土量の算定値に一定の差異が認められたが、耕区面積を考慮して評価すると、

差異はいずれも数 cm 程度の高低差に相当する範囲であることが確認された。 
これらの算定結果の差異は、設計手法の違いに起因するものというよりも、主として現況地形の測量

精度や地形の再現方法の差による影響が大きいものと考えられる。従来手法では、限られた地形情報を

整理した上で土量を算定しているのに対し、BIM/CIM モデルでは、レーザー測量等により取得した高

密度な地形データを用いることで、局所的な凹凸を含めた地形がより詳細に反映されている。このため、

ほ場内のわずかな起伏など、従来手法では簡略化されやすい地形要素が切盛土量の算定結果に反映して

いるものと推察される。 
 

表 2-13 切盛土量算定結果の比較（４耕区、設計対象面積計 10.5ha） 

ほ区

No. 
耕区面積 

(ha)【Ａ】 

従来手法による 
切盛土量の算定結果 

(※)【ｂ】 

BIM/CIM モデルによる 
切盛土量の算定結果 

(※)【ｃ】 

差 
【ｄ＝(ｃ－ｂ)/Ａ

/100】 
12 2.49 ha -1217 m3 -1617 m3 -1.6 cm 
13 2.49 ha -167 m3 +91 m3 +1.0 cm 
14 2.73 ha -174 m3 +802 m3 +3.6 cm 
15 2.77 ha -1399 m3 -1275 m3 +0.4 cm 

※正の値は切土量＞盛土量、負の値は切土量＜盛土量を示す。 
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2.3.3 ほ場整備整地事業向けの３次元 CADソフト「Farm BLUE」について 

「Farm BLUE」は、農研機構により開発が進められているほ場整備事業向けの３次元 CAD ソフト

である。汎用的な２次元 CAD で作成した平面図（DXF 等）を入力データとして読み込み、レイヤー情

報や図面上に記載された標高値を自動的に認識することで、ほ場、畦畔、水路、道路等の３次元モデル

を効率的に構築することができる。 
本ソフトは、パラメトリックモデリング（モデルの形状や構造をパラメータにより定義・操作する設

計手法）を採用しており、設計条件の変更に応じて関連する形状が自動的に更新されるため、設計変更

時におけるモデル修正の省力化や作業効率の向上が期待される。 
一方、数量計算に関する機能については、現時点では汎用的な３次元 CAD ソフトと比較して機能が

限定的であるが、実務への本格的な適用に向けて、現在、機能の実装・改良が進められている段階にあ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-22 「Farm BLUE」による BIM/CIMモデルの作成 
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2.3.4 BIM/CIMモデル活用による工事実施の効率化効果と経済性の評価 

情報化施工技術活用工事に取り組んでいる施工業者２社へヒアリングしたところ、３次元モデルを用

いた測量、施工計画の立案、数量算出等の一連の作業において、従来の２次元図面による手法と比較し

て、作業量が概ね 70％程度削減されたとの評価が示されている（ただし、当該施工業者の実務経験に基

づく体感的な評価であり、工事規模、施工条件、利用するソフトウェアの機能等により変動し得る）。一

方で、BIM/CIM の活用に当たっては、３次元 CAD ソフトウェアの導入費、測量機器等の整備費、操作

習熟のための教育訓練費等の初期投資を要する。設備投資に係る減価償却を考慮した中期的な視点で評

価した場合、当該施工業者においては、年間５件程度の工事で継続的に BIM/CIM モデルを活用できる

条件下では、投資回収が可能となり収益性の向上が期待できるとの回答が得られた。 
以上のことから、BIM/CIM モデルの活用効果は、単一工事ごとの損益のみで評価するのではなく、

一定期間における活用件数、設備の減価償却期間、技術者の習熟による生産性向上効果等を含めた総合

的な観点から評価することが重要である。 
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